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最
近
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
「
C
h
a
t
Ｇ
Ｐ
Ｔ

（
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
）
」
。
ま
る

で
人
間
が
書
い
た
よ
う
に
文
章

の
要
約
、
記
事
執
筆
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
作
成
な
ど
が
で
き
る
Ａ

Ｉ
技
術
の
こ
と
。
世
界
中
の
企

業
で
そ
の
技
術
を
活
用
し
た
シ

ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
業
務
の

効
率
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
▼

C
h
a
t
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
も
と
と

な
っ
た
技
術
は
、
次
に
来
る
単

語
を
予
測
す
る
と
い
う
技
術
。

文
章
の
中
で
意
味
の
あ
る
単
語

を
理
解
し
、
ど
の
単
語
が
重
要

か
Ａ
Ｉ
が
判
断
し
て
予
測
を
行

い
、
よ
り
自
然
で
適
切
な
文
章

を
生
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
膨
大
な
デ
ー

タ
を
学
習
し
、
そ
の
デ
ー
タ
は
、

３
千
億
語
以
上
と
も
い
わ
れ
て

い
る
▼
当
然
、
リ
ス
ク
も
出
さ

れ
て
い
る
。
ま
ず
、
情
報
の
正

確
性
。
Ａ
Ｉ
が
出
し
た
情
報
に

は
間
違
い
が
含
ま
れ
る
場
合
が

あ
る
。
ま
た
、
教
育
へ
の
影
響

も
懸
念
さ
れ
、
著
作
権
の
問
題

も
あ
る
。
Ａ
Ｉ
が
学
習
す
る

デ
ー
タ
に
は
個
人
情
報
や
機
密

情
報
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

禁
止
し
て
い
る
国
も
あ
る
。
さ

ら
に
、
悪
意
を
持
っ
た
人
間
が

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ

　

ー
ス
を
量
産

し
た
り
サ
イ
バ
ー
犯
罪
な
ど
に

使
っ
た
り
す
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。

ま
た
、
あ
る
研
究
に
よ
る
と
　

80

％
近
い
人
々
の
仕
事
に
影
響
を

与
え
る
と
い
う
結
果
も
出
て
い

る
そ
う
だ
▼
映
画
や
ド
ラ
マ
で

描
か
れ
た
Ｓ
Ｆ
世
界
が
す
ぐ
そ

こ
ま
で
来
て
い
る
期
待
感
と
と

も
に
恐
怖
も
感
じ
る
。
革
命
的

Ａ
Ｉ
の
登
場
に
私
た
ち
は
ど
う

向
き
合
う
べ
き
か
。
（
ど
ら
）

◇
無
人
航
空
機
の
飛
行
に
お

け
る
安
全
確
保
に
つ
い
て

（
３
／
　

）
17

◇
臨
時
雇
用
非
常
勤
職
員
給

与
等
規
程
の
一
部
改
正
及
び

２
０
２
３
年
度
の
非
常
勤
職

員
の
勤
務
条
件
の
周
知
に
つ

い
て
（
３
／
　

）
31

◇
今
後
の
樹
木
採
取
権
設
定

に
関
す
る
方
針
に
係
る
具
体

的

な

対

応

に

つ

い

て
　
　

（
４
／
３
）

◇
公
務
災
害
の
発
生
状
況

（
３

月

期
）
に

つ

い

て
　
　

（
４
／
６
）

◇
山
地
災
害
対
策
緊
急
展
開

チ
ー
ム
候
補
者
名
簿
の
更
新

に
つ
い
て
（
４
／
７
）

◇
２
０
２
３
年
度
局
が
実

施
す
る
各
種
研
修
に
係
る

研
修
生
の
宿
泊
施
設
等
に

つ
い
て
（
４
／
７
）

◇
国
有
林
野
事
業
に
お
け

る
立
木
販
売
結
果
の
公
表

に
つ
い
て
（
４
／
　

）
11

務
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
交
渉

を
進
め
て
き
た
中
で
、
局
当
局

は
、
試
行
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
下
刈
作
業
に
シ
カ
防
護
柵

の
点
検
・
補
修
を
加
え
た
事
業

発
注
を
検
討
し
て
お
り
、
引
き

続
き
、
職
員
の
業
務
負
担
軽
減

が
図
ら
れ
る
よ
う
交
渉
を
継
続

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
本
と
し
て
は
、
事
業
予
定

に
係
る
予
算
の
確
保
、
実
行
体

制
に
係
る
課
題
な
ど
、
業
務
運

営
に
係
る
対
策
等
に
つ
い
て
は
、

十
分
な
対
応
と
な
っ
て
い
な
い

こ
と
、
特
に
、
森
林
官
を
配
置

で
き
な
い
森
林
事
務
所
が
あ
る

中
で
、
事
務
取
扱
や
応
援
体
制

で
の
業
務
運
営
は
限
界
で
あ
り
、

具
体
的
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
、

引
き
続
き
地
本
交
渉
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
本
は
、
①
伐
採
系
森
林
整

備
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
、

各
署
（
所
）
の
資
源
量
見
通
し

調
査
結
果
に
基
づ
く
事
業
計
画

と
し
、
将
来
の
森
林
づ
く
り
に

つ
な
が
る
施
業
を
実
施
す
る
こ

と
、
②
主
伐
後
は
、
確
実
な
更

新
を
図
る
こ
と
、
③
林
業
労
働

者
の
確
保
に
向
け
た
林
業
事
業

体
の
育
成
に
取
り
組
む
こ
と
、

④
円
滑
な
業
務
運
営
に
向
け
て

は
、
事
業
運
営
経
費
の
確
保
、

事
業
実
行
体
制
の
確
保
に
努
め

る
こ
と
等
に
つ
い
て
議
論
を
行

い
ま
し
た
。

　

事
業
収
入
に
つ
い
て
は
、
対

前
年
度
比
１
０
６
％
（
総
額
　

23

.
　

億
円
）
の
計
画
と
な
っ
て

60
い
ま
す
が
、
２
０
２
３
年
度
の

事
業
収
入
の
最
終
見
通
し
で
は
、

製
品
生
産
事
業
の
入
札
不
調
や
、

木
材
価
格
の
下
落
等
の
影
響
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の
木

材
需
要
の
動
向
や
木
材
価
格
の

変
動
に
よ
っ
て
は
、
２
０
２
３

年
度
の
収
入
計
画
や
事
業
量
へ

の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
四
国
局
の
実
力
ベ
ー
ス
に

よ
る
事
業
実
行
と
す
る
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

造
林
事
業
に
つ
い
て
は
、
確

実
な
更
新
が
図
ら
れ
る
よ
う
現

地
の
状
況
を
踏
ま
え
た
施
業
を

行
う
こ
と
、
コ
ス
ト
削
減
の
み

を
前
提
と
し
た
画
一
的
な
施
業

は
行
わ
な
い
こ
と
を
確
認
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
獣
害
対
策
に
係
る
業

窓
口
メ
モ
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2023 年度事業予定に係る説明を受け、 職員の負担軽減などを求め議論する地本

　
３
月
　

日
、
地
本
は
２
０
２
３
年
度
事
業
予
定
に
係
る
正
式
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
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局
当
局
よ
り
、
収
穫
量
、
製
品
生
産
量
、
立
木
販
売
、
森
林
整
備
量
（
新
植
、
下
刈
、

除
伐
、
保
育
間
伐
）
治
山
事
業
、
林
道
事
業
を
は
じ
め
と
す
る
２
０
２
３
年
度
主
要

事
業
量
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
地
本
は
、
事
業
運
営
経
費
の
確
保
（
非
常
勤
職

員
の
雇
用
予
算
含
め
）
、
事
業
実
行
体
制
の
確
保
、
職
員
の
負
担
軽
減
等
に
努
め
る

こ
と
に
つ
い
て
議
論
を
行
い
ま
し
た
。

通
じ
た
配
置
、
③
再
任
用
職
員

の
一
時
金
、
各
種
手
当
等
の
改

善
、
④
非
常
勤
職
員
の
格
付
賃

金
の
引
き
上
げ
、
年
次
休
暇
の

前
倒
し
付
与
、
賃
金
改
定
時
の

遡
及
適
用
な
ど
に
つ
い
て
求
め

ま
し
た
。

　

局
当
局
は
、
「
賃
金
、
諸
手

当
は
、
職
員
の
最
も
重
要
な
勤

務
条
件
と
認
識
し
て
お
り
、
組

合
要
求
に
つ
い
て
は
、
林
野
庁

へ
上
申
す
る
」
「
職
員
の
年
齢

構
成
、
現
在
の
昇
任
・
昇
格
基

準
か
ら
空
席
ポ
ス
ト
等
の
解
消

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
が
、
引

き
続
き
、
四
国
局
の
実
情
を
林

野
庁
へ
伝
え
、
局
・
署
（
所
）
の

要
員
確
保
に
努
力
す
る
」
「
期

間
業
務
職
員
等
の
雇
用
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
検

討
す

る
」

「
再
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
、

非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
及
び

賃
金
改
定
時
の
遡
及
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
林
野
庁
へ
上
申

す
る
」
な
ど
の
回
答
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

地
本
は
、
当
局
回
答
を
踏
ま

え
、
改
め
て
、
全
世
代
で
の
積

極
的
な
賃
金
改
善
を
図
る
こ
と
、

ま
た
、
定
年
の
段
階
的
引
き
上

げ
を
踏
ま
え
て
　

歳
超
の
昇
給

55

制
限
は
廃
止
す
る
こ
と
、
業
務

量
の
増
等
に
対
し
て
は
具
体
的

な
負
担
軽
減
策
を
講
じ
る
こ
と

を
求
め
、
継
続
し
て
議
論
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
再
任

用
制
度
に
つ
い
て
は
、
定
年
延

長
が
完
成
す
る
ま
で
の
間
、
現

行
の
制
度
が
継
続
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
各
種
手
当
や
宿
舎
問
題

等
の
労
働
条
件
の
改
善
に
向
け
、

引
き
続
き
、
人
事
院
四
国
事
務

局
交
渉
の
実
施
な
ど
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
地
本
及
び
分
会
要
求

書
に
つ
い
て
は
、
林
野
庁
へ
上

申
さ
せ
る
と
と
も
に
、
今
後
、

組
合
要
求
を
踏
ま
え
、
局
当
局

と
し
て
人
事
院
四
国
事
務
局
へ

賃
金
等
改
善
要
望
を
行
う
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

地
本
と
し
て
は
、
例
年
８
月

の
人
事
院
勧
告
で
の
有
利
決
着

に
向
け
、
６
月
期
に
国
公
連
合

と
の
合
同
で
の
人
事
院
四
国
事

務
局
交
渉
を
実
施
す
る
な
ど
、

引
き
続
き
、
賃
金
・
手
当
、
職

場
環
境
の
改
善
に
向
け
て
取
り

組
み
を
強
化
し
ま
す
。

　

３
月
　

日
、
地
本
は
３
月
７

23

日
に
提
出
し
た
「
２
０
２
３
新

賃
金
等
に
関
す
る
要
求
書
」
に

基
づ
く
交
渉
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

地
本
は
、
物
価
高
の
影
響
を

踏
ま
え
、
積
極
的
な
賃
金
引
き

上
げ
を
行
う
こ
と
、
ま
た
、
労

働
条
件
の
改
善
と
し
て
、
①
空

席
ポ
ス
ト
の
解
消
と
要
員
確
保
、

②
現
場
管
理
機
能
の
確
保
及
び
、

職
員
の
労
働
安
全
確
保
の
面
か

ら
、
期
間
業
務
職
員
の
年
間
を
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上
：
総
務
企
画
部
長
交
渉
を
行
う
青
年
女
性
委
員
会

下
：
集
会
に
参
加
し
た
青
年
女
性
委
員
会

【
平
松
通
信
員
（
青
女
委
）
】

　

２
月
　

日
、
「
青
年
女
性
委

25

員
会
２
０
２
３
春
闘
学
習
交
流

集
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
を
受
け
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
集
合

形
式
で
の
集
会
と
し
て
開
催
し
、

全
体
で
　

人
の
仲
間
が
参
加
し

17

ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
荒
牧
青
年
女
性
委

員
長
よ
り
「
今
集
会
は
、
総
務

企
画
部
長
へ
直
接
私
た
ち
の
意

見
を
言
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
場
で
す
。
国
有
林
と
い
う
特

殊
な
現
場
を
持
っ
た
公
務
員
職

場
で
働
く
、
自
分
や
仲
間
の
た

め
し
っ
か
り
と
意
見
を
伝
え
よ

う
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

て
は
、
総
合
職
　

人
を
本
庁
に

16

配
置
、
一
般
職
大
卒
程
度
　

人
86

及
び
一
般
職
高
卒
程
度
　

人
を

41

　

分
散
会
で
は
、
新
規
採
用
者

や
初
め
て
集
会
に
参
加
す
る
仲

間
も
い
た
こ
と
か
ら
、
自
己
紹

介
や
職
場
・
生
活
に
つ
い
て

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
話
し
合
い
ま

し
た
。
ま
た
、
分
会
段
階
か
ら

出
さ
れ
た
生
活
・
職
場
の
不

安
・
不
満
の
声
や
意
見
に
つ
い

て
全
体
で
共
有
を
図
る
と
と
も

に
、
総
務
企
画
部
長
交
渉
に
向

け
、
要
求
内
容
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

総
務
企
画
部
長
交
渉
で
は
、

「
賃
金
・
諸
手
当
」「
組
織
・
要

員
」
「
諸
権
利
」
「
職
場
環
境
」

「
そ
の
他
（
研
修
・
庁
舎
官
舎

等
）
」
の
項
目
別
に
要
求
、
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
当
局
か

ら
は
、「
賃
金
・
諸
手
当
・
諸
権

利
に
つ
い
て
、
今
回
の
要
求
内

容
を
林
野
庁
や
人
事
院
四
国
事

務
局
へ
伝
え
る
。
」
「
組
織
・
要

員
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
退
職

者
数
を
見
据
え
た
新
規
採
用
者

の
確
保
に
つ
い
て
林
野
庁
に
引

き
続
き
強
く
要
望
す
る
」
な
ど

の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
局
回
答
に
つ
い
て
は
、
林

野
庁
段
階
で
決
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
も
の
も
あ
る
こ
と
か
ら

実
効
性
の
あ
る
回
答
は
少
な

か
っ
た
で
す
が
、
各
分
会
参
加

者
か
ら
は
「
同
じ
悩
み
を
持
っ

た
仲
間
が
い
て
心
強
か
っ
た
」

「
個
人
で
抱
え
る
不
安
が
他
の

職
場
で
も
出
さ
れ
、
課
題
・
問

題
点
を
全
体
で
共
有
す
る
こ
と

が
で
き
た
」
「
対
面
形
式
で
お

互
い
の
顔
を
見
な
が
ら
話
す
こ

と
が
で
き
よ
か
っ
た
」
「
意
見

を
伝
え
続
け
る
こ
と
で
変
わ
る

こ
と
が
あ
る
と
分
か
っ
た
」
と

の
集
会
全
体
を
通
し
て
感
想
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
年
ぶ
り
に
集
合
形
式
で
の

春
闘
学
習
交
流
集
会
と
な
り
ま

し
た
が
、
や
は
り
お
互
い
の
顔

を
見
な
が
ら
話
す
と
い
う
こ
と

は
重
要
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま
し

た
。
顔
を
知
る
こ
と
で
今
後
の

仕
事
や
生
活
の
悩
み
な
ど
気
軽

一
般
職
大
卒
程
度
６
人
及
び
一

般
職
高
卒
程
度
４
人
の
　

人
と

10

な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
度
新
規
採
用
者

に
つ
い
て
は
、
将
来
要
員
規
模

に
係
る
労
使
合
意
（
定
員
内
５

２
０
０
人
、
基
幹
作
業
職
員
１

８
０
０
人
）
の
維
持
を
基
本
に
、

新
規
採
用
者
数
の
拡
大
に
向
け

た
本
部
交
渉
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
本
部
交
渉
の
結
果
、
総

合
職
　

人
を
含
め
林
野
庁
全
体

16

で
２
０
２
２
年
度
と
同
数
の
１

４
６
人
を
確
保
さ
せ
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
１
月
以
降
、
３
人

の
辞
退
者
が
あ
り
、
最
終
的
な

採
用
数
は
総
合
職
含
め
て
１
４

３
人
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
規
採
用
者
に
つ
い
て
は
、

国
家
公
務
員
の
人
件
費
抑
制
政

策
が
あ
る
中
で
あ
っ
て
も
、
こ

の
間
の
本
部
交
渉
等
の
結
果
に

よ
っ
て
新
規
採
用
者
の
拡
大
が

図
ら
れ
、
１
４
０
人
規
模
を
維

持
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
具
体
の
配
置
に
つ
い

 ◇
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◆

◆
◇

 

局
に
配
置
す
る
こ
と
で
本
部
整

理
が
図
ら
れ
、
四
国
局
に
お
け

る
新
規
採
用
者
に
つ
い
て
は
、

上
：
林
野
労
組
の
要
求
に
対
し

て
回
答
す
る
高
知
県
担
当
課
長

下
：
高
知
県
と
意
見
交
換
を
行

う
連
合
高
知
及
び
林
野
労
組
四

国
地
本

に
話
せ
る
横
の
つ
な
が
り
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
集
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
今
回
の
集
会
で
出

さ
れ
た
実
態
等
を
各
分
会
に
持

ち
帰
り
、
仲
間
に
共
有
す
る
こ

と
で
こ
れ
か
ら
の
組
合
活
動
の

前
進
に
つ
な
げ
て
い
く
と
と
も

に
、
私
た
ち
が
将
来
に
わ
た
っ

て
、
安
心
し
て
暮
ら
し
、
仕
事

が
出
来
る
よ
う
、
更
に
よ
り
良

い
権
利
や
制
度
の
拡
充
に
向
け
、

引
き
続
き
、
青
年
女
性
員
会
活

動
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

将

来

要

員

規

模

に

係

る

安
全
対
策
の
充
実
等
に
向
け
て

は
、
林
業
事
業
体
が
抱
え
る
課

題
や
意
見
・
要
望
な
ど
を
把
握

し
、
行
政
と
し
て
の
支
援
を
行

う
こ
と
、
③
主
伐
後
の
再
造
林

の
推
進
に
向
け
、
伐
採
箇
所
の

把
握
と
計
画
的
な
更
新
を
図
る

こ
と
等
に
つ
い
て
求
め
ま
し
た
。

　

特
に
、
原
油
価
格
の
上
昇
傾

向
が
続
い
て
き
た
中
で
、
林
業

事
業
体
及
び
山
元
運
送
事
業
体

の
経
営
に
も
影
響
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
行
政
と
し
て
の
特
例
的

な
公
的
補
助
の
検
討
や
、
木
材

の
輸
送
に
係
わ
る
運
送
事
業
体

の
確
保
も
重
要
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
山
元
か
ら
の
木
材

搬
出
を
担
っ
て
い
る
運
送
事
業

体
が
抱
え
る
課
題
の
把
握
と
、

意
見
を
踏
ま
え
た
対
策
を
講
じ

る
な
ど
、
山
元
生
産
か
ら
運
搬

ま
で
、
素
材
生
産
事
業
に
関
連

す
る
ト
ー
タ
ル
的
な
事
業
体
の

育
成
、
労
働
者
確
保
に
向
け
た

　
３
月
　

日
、
地
本
は
、
連
合
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高
知
が
取
り
組
む
高
知
県
へ
の

２
０
２
３
年
度
政
策
要
求
に
盛

り
込
ん
だ
林
野
労
組
と
し
て
の

要
求
課
題
に
つ
い
て
、
高
知
県

担
当
部
局
と
の
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

地
本
か
ら
は
、
①
森
林
経
営

管
理
制
度
に
つ
い
て
は
、
市
町

村
の
意
見
・
要
望
等
を
踏
ま
え

た
対
策
を
講
じ
る
こ
と
、
②
林

業
労
働
者
の
処
遇
改
善
、
労
働

林

業

労

働

者

の

確

保

、

処

遇

改

善

に

向

け

 ☆
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一
方
、
四
国
局
に
お
け
る
職

員
の
年
齢
構
成
は
、
２
０
２
３

年
度
期
首
で
　

歳
以
上
が
１
３

50

５
人
、
全
体
の
約
　

％
で
、
今

47

後
５
年
間
の
定
年
退
職
者
（
定

年
延
長
を
考
慮
し
な
い
）
数
に

よ
る
四
国
局
採
用
者
数
の
拡
大

は
も
と
よ
り
、
空
席
ポ
ス
ト
の

解
消
、
職
員
の
負
担
軽
減
に
向

け
た
具
体
的
な
対
策
に
つ
い
て
、

地
本
段
階
で
の
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

つ
い
て
は
、
　

人
が
見
込
ま
れ

81

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
こ
と
か

ら
、
退
職
者
数
に
見
合
う
新
規

採
用
者
数
の
確
保
と
な
る
よ
う
、

林
野
庁
全
体
の
新
規
採
用
者
数

増
大
と
局
別
配
分
の
見
直
し
に

性
の
向
上
な
ど
の
自
助
努
力
だ

け
で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
か

ら
、
林
業
事
業
体
が
抱
え
る
課

題
の
把
握
と
そ
の
改
善
に
向
け
、

林
業
活
性
化
議
員
連
盟
へ
の
要

請
行
動
等
に
引
き
続
き
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

　

林
野
労
組
の
要
求
に
対
し
て

は
、
高
知
県
の
林
業
振
興
・
環

境
部
森
づ
く
り
推
進
課
、
木
材

増
産
推
進
課
の
各
課
長
が
回
答

し
、
要
求
内
容
に
つ
い
て
概
ね

理
解
が
得
ら
れ
、
高
知
県
と
し

て
も
、
新
た
に
運
送
事
業
体
か

ら
の
意
見
把
握
な
ど
も
行
い
な

が
ら
、
高
知
県
の
林
務
行
政
に

資
す
る
よ
う
取
り
組
む
と
し
て

お

り
、
継
続
し

て
、
森
林
労

連
・
林
野
労
組
と
の
意
見
交
換

を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

地
本
と
し
て
は
、
林
業
労
働

者
の
確
保
、
処
遇
改
善
、
事
業

体
の
育
成
に
向
け
て
は
、
生
産


